
時代の忘れもの 

敬愛学園高等学校 

二年 関山 陽人 

 今年再度、アニメ映画「めぐみ」を見ました。昨年、やはりこの時期に映画「めぐ

み」を見た時に私は自分の北朝鮮拉致問題に対する無知を思い知りました。そしてこ

んなにも被害者の方たちが悲しみ、そして苦しんでいるのにのうのうと生きている自

分自身に憤りを感じたことを今でもはっきりと覚えています。しかし、今回私はこの

気持ちを抑え、今、本当に私たちと政府が拉致問題を解決するためにすべきことを改

めて考え直しました。 

 昨年、私も映画「めぐみ」を見る前は「拉致被害者の方たちはかわいそうだ。」と

いう表面的で非常に浅い考えに終始していました。同じように、現代の日本の未成年、

そして成人世代の拉致問題に対する意識が非常に低いように思えます。私は拉致問題

だけではなく、この意識の低さも解決すべき問題だと考えます。そのため私は解決策

は国内・国外それぞれに向けたものとして二つの方策がなくてはいけないと思ってい

ます。 

 一つ目に、私たち日本人が意識を改善するためには、学校の授業で拉致問題を取り

扱うべきです。一例として、この映画「めぐみ」をクラスで視聴し、拉致が与えた残

酷さや苦しみをみんなが認識し、それに対して、自分が素直に感じた思いを文に起こ

すことです。また、ディスカッションをクラスで行い、互いの意見の交換をするのも

良いかと思います。こうすることにより、拉致問題の深い部分を知り、自分を含め互

いに学び合うこともできます。また、社会人に向けては政府がツイッターなどのＳＮ

Ｓやユーチューブといった動画配信アプリに協力を呼びかけ、広く社会に届けること

も良いのではないかと思います。 

 二つ目に、この問題を少数国間ではなく、多国間のものにするために、日本がリー

ドすることが必要だと思います。今までは、アメリカに協力を要請し協力体制をとっ

て解決の方向に進んでいるようにも思えましたが、私は内心少し決め手に欠けるので

はないかと思っていました。そのためアメリカだけでなく、拉致被害にあったタイや

フランスなどの十二ヶ国全てと協力体制を築くべきだと思います。被害にあった国々

が声を上げ国際社会に訴えていくことで、関心がなく無関係だと思っていた国も関心

を持ち協力をしてくれると私は思います。 

 私がこの問題で一番恐れているものは、日本人がこの問題に興味関心を無くし、拉

致被害者や御家族の方たちが高齢化して時代の忘れもののようになってしまうこと

です。元号が平成から令和になった今こそ、私たち日本人がこの問題が風化されてし

まうのを防ぎ、多くの国と協力をし、そしてリードすることが、この問題解決の糸口

に必ずなると私は信じています。 


